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令和３年　第５回（12月）定例会
令和３年第５回（12月）定例会は、令和 4 年１月１４日から２５日までの12日間の会期で開催され、

１４日の招集日には、3件の専決処分について承認し、その他9件の議案を各委員会へ付託しました。

１８日・１９日には１３人の議員が市政に対する一般質問を行いました。

２０日は総務文教委員会、２１日は産業厚生委員会を開催し、付託された議案について、審査を

行いました。

最終日の２５日は、渡辺総務文教委員長、佐野統康産業厚生委員長による委員会審査報告の後、

付託議案の採決が行われ、いずれの議案とも全会一致で可決。追加議案として新型コロナウイルス

経済対策に関する一般会計補正予算が可決されました。

また、「議員倫理基準に違反する行為の存否の確認について」は佐野勇議員が反対討論、佐野

統康議員、五十嵐議員、髙橋議員が賛成討論の後、採決し、議員倫理基準に違反する行為がある

こと及び必要な措置として議員辞職を求める勧告を行うことが決定されました。（詳細は４～５ペー

ジ）

審議結果は次のとおりです。

 議　　案　　名 議　案　内　容 本会議
採決結果

付　託
委員会

市
長
提
出
議
案
（
13
件
）

議第６０号

専決処分について（新潟県市町村総

合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び新潟県市町村総合事

務組合規約の変更について）

加入団体の解散による事務組合の脱退及び新たな加

入による規約の変更
◎認定

議第６１号
専決処分について（令和３年度見附

市一般会計補正予算（第８号））

歳入歳出を 2 億 9,500 万円追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ180 億 9,700 万円とするもの
◎認定

議第６２号
専決処分について（令和３年度見附

市一般会計補正予算（第９号））

歳入歳出を 6 億 6,300 万円追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ187 億 6,000 万円とするもの
◎認定

議第６３号
見附市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定について

未就学児に対し国民健康保険税の被保険者均等割

額の減額措置を講ずるもの
◎認定 産 業

議第６４号
令和３年度見附市一般会計補正予算

（第 10 号）

歳入歳出を 1 億 2,400 万円追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ188 億 8,400 万円とするもの
◎認定 総 務

産 業

審議結果一覧 採決結果　　（◎：全会一致で可決されたもの　　○：賛成多数で可決されたもの　　×：否決されたもの）
付託委員会　（総務：総務文教委員会　　産業：産業厚生委員会）
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 議　　案　　名 議　案　内　容 本会議
採決結果

付　託
委員会

市
長
提
出
議
案
（
13
件
）

議第６５号
令和３年度見附市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出を 2,800 万円追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ 35 億 4,600 万円とするもの
◎ 産 業

議第６６号
令和３年度見附市介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）

歳入歳出を 200 万円追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ 45 億 300 万円とするもの
◎ 産 業

議第６７号
令和３年度見附市水道事業会計補正

予算（第２号）

収益的収入を 30 万円減額、支出を 4,500 万円増額

し、資本的支出を 5,040 万円減額するもの
◎ 産 業

議第６８号
令和３年度見附市下水道事業会計補

正予算（第１号）

収益的支出を 750 万円増額し、資本的支出を 360

万円減額するもの
◎ 産 業

議第６９号
令和３年度見附市病院事業会計補正

予算（第１号）

業務予定量の修正及び収益的収入を 700 万円減額、

支出を 500 万円増額し、資本的収入を 400 万円増

額するもの

◎ 産 業

議第７0 号
見附市総合体育施設及び見附運動公

園の指定管理者の指定について
見附市スポーツ協会・ミズノグループ（見附市） ◎ 総 務

議第７1 号 損害賠償額の決定について 交通事故による損害賠償 ◎ 総 務

議第７２号
令和３年度見附市一般会計補正予算

（第 11 号）

歳入歳出それぞれ 7 億 4,000 万円を追加し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ 196 億 2,400 万円とす

るもの（新型コロナ関連）

◎

議
会
提
出
（
1
件
）

議会議第
３号

議員倫理基準に違反する行為の存否

の確認について

議員倫理基準に違反する行為の存否の確認が行わ

れ、違反する行為があること及び必要な措置として、

議員辞職を求める勧告を行うことと決定した

〇決定

審議結果一覧 採決結果　　（◎：全会一致で可決されたもの　　○：賛成多数で可決されたもの　　×：否決されたもの）
付託委員会　（総務：総務文教委員会　　産業：産業厚生委員会）

　　　　　　　　　会　派　名　　

　　議案番号　　　　　　　　　　　

　　　

共産党
議員団

新政市民
クラブ 見政会 みつけ創政 見新の会

無
会
派

無
会
派

馬

　場

　哲

　二

髙

　橋

　健

　一

樺

　澤

　直

　純

五
十
嵐

　
　
　勝

佐
々
木

　志
津
子

渋

　谷

　芳

　則

大

　坪

　正

　幸

関

　
　
　三

　郎

浅

　野

　千

　紘

徳

　永

　英

　明

渡

　辺

　美

　絵

佐

　野

　統

　康

重

　信

　元

　子

石

　田

　敏

　明

佐

　野

　
　
　勇

星

　野

　雄

　哉

木

　原

　大

　輔

議会議第３号
議員倫理基準に違反
する行為の存否の確
認について

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × − ×

会派別議案賛否一覧

※〇は賛成、×は反対、−は棄権、議長は裁決に加わらない。

※全会一致でなかった議案
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見附市議会議員政治倫理条例に基づいて、市議会議員から審査請求書が議長に提出さ
れた 1 名の議員について、議長から議員倫理審査会（以下「審査会」）に審査を求め、
審査会において審査請求者の説明聴取、審査対象議員の意見聴取・事情聴取、参考人か
ら証言の聴取等を行い、違反行為の存否について審査しました。

審査の結果、審査対象議員１名の行為については、議員政治倫理条例に定める議員倫
理基準に違反があると決定し、必要な措置については議員辞職勧告とする審査結果報告
書が議長に提出されました。概要は次のとおりです。（審査報告書から抜粋）

※詳しくは見附市議会ホームページに掲載しています。

石田敏明　議員　（審査請求日　令和 3 年 5 月 21 日）

石田敏明議員が個人や団体の名誉を毀損し、議会の品位を貶めるような発言を繰り返して
いると主張のあった以下の事実は、見附市議会議員政治倫理条例第４条第１号及び第７号に
掲げる倫理基準の遵守に違反するものであるかについて。

⑴　令和２年３月 17 日の予算特別委員会において、見附市立病院に関して不適切な発言を
した。

⑵　令和３年１月に見附市立病院の職員が新型コロナウイルス感染症陽性と報じられた際、
Twitter に病院職員の心を傷つける投稿をした。

⑶令和３年３月 19 日の本会議の討論において、議長からの制止を無視して、議会の品位を
貶める発言を繰り返した。

⑷　Twitter において、自分の主張と異なる相手を愚弄する投稿を続けている。

令和３年 7 月 7 日から 11 月 16 日までの間４回の審査会を行い、12 月 21 日に審査結果報告
書を議長に提出した。

⑴　令和２年３月１７日の予算特別委員会において、見附市立病院に関して不適切な発言を
した。

石田議員は、「見附死人病院ってみんな言っているよ。家のばあちゃんなんか殺されたよ
うなもんだ」という市民の発言を引用し、「見附市民病院に行くと殺される、見附死人病院
とやゆされるような現状はいかんともしがたいと考えられます」と、自身も市民の発言の
趣旨を肯定している。

風聞のみによって他者の名誉を傷つけ貶めることを中傷と呼ぶのであり、自身で事実関
係を確かめることなく、公式の場で軽率に他者の名誉を傷つける発言を行なったことは、
議員としての資質に問題ある行為と言わざるを得ない。

⑵　令和３年１月に見附市立病院の職員が新型コロナウイルス感染症陽性と報じられた際、
Twitter に病院職員の心を傷つける投稿をした。

石田議員は、「ツイートは、市長に診療休止に関する周知と市民への謝罪を勧める意図で
行なったものであり、病院職員を傷つける意図は全くなかった」旨を主張しているが、参

審査対象議員

審査すべき事案の内容

審査の概要

審査対象事案に対する認定

議員 倫理審査会報告
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考人の証言から、当該ツイートが病院職員を責める内容と受け止められ、大変な状況の中
で懸命に働く病院職員に不安を与え、心的なストレスを広げていた状況が明らかとなった。

問題視されるべきは、発言の意図を誤解された云々ではなく、自らの発言の影響に思い
を巡らすことなく軽率に投稿をしてしまう石田議員の想像力の欠如にある。謝罪のツイー
トもされたようだが、問題の本質を自覚することなく、批判に対するその場しのぎ的な、
とりあえず謝っておけばいいのではないかという態度が見られる。以降も Twitter におい
て同種の発言を変わらずに繰り返している姿を見れば、石田議員に自覚と反省があるよう
には到底思われない。

⑶　令和３年３月１９日の本会議の討論において、議長からの制止を無視して、議会の品位
を貶める発言を繰り返した。

議長から「議案に関連しない発言である」と注意を受けたのは、「自らが羽織袴で議場に
出席したことを非難された話題」や「過去に行われた別の議員に対する審査請求の話題」
を持ち出したためである。議題の趣旨を踏まえずに、論点とは直接関係しない誤認や決め
つけを含む主張を繰り返したために、議長から注意を受けたにも関わらず、これに従うこ
となく持論を展開し続けたことは、議長の議事進行権を無視した議会軽視の行動と言わざ
るを得ない。

さらに、８月５日の倫理審査会の質疑において、石田議員は、「議長からは、「私は２回
目までは、石田議員に注意をします。３回目にやったら、禁止をします」と言われていた
ので、２回目までは問題ないと考えていた」と議会のルールを自分に都合のいいように解
釈し、「本当に制止が必要な場面であれば、議事進行上の権限として、議長は発言の禁止や
退去を命じることもできたはずであり、それをしなかったということは、議長が任務懈

け た い

怠
をしたのではないか」などと主張しており、議会のルールを愚弄する態度が明らかであった。

⑷　Twitter において、自分の主張と異なる相手を愚弄する投稿を続けている。
８月５日の倫理審査会の質疑において、石田議員は、「愚民とは自分自身のことだ」と主

張した。
しかし、ツイートに散見される「愚民」や「馬鹿」といった言葉が同僚議員等に向けら

れたものであることは、常識的に考えて、大多数の者がそのように読み取るものと判断する。
異なる意見を持つ市民の間に立ち、互いの利害を調整し、説明を尽くし、合意に努めて

いくのが、議員の使命・役割である。相手の立場に敬意を払わず、意見だけでなく人間性
までも否定する発言、自分の主張にくみしない者を愚弄するような態度は、議員として甚
だ不適切である。

今回の事案について、本審査会は、倫理条例第４条第１号及び第７号に規定する議員倫理
基準に違反があるとすることに、全会一致で決定した。

また、審査結果を議長に報告するにあたり、倫理条例第９条第３項に規定する、対象議員
に対する必要な措置の種類を付すことについて諮ったところ、全会一致で付すことに決定し
た。必要な措置の種類について各委員の意見を聞き、第４号・辞職勧告とする意見が３名、
第２号・陳謝文の提出及び議場での朗読とする意見が１名、第５号・その他とする意見が１
名であった。委員の意見が一致しなかったため起立採決を行ない、起立多数により第４号・
辞職勧告とすることに決定した。

審査の結果

※令和４年１月２５日第５回定例会において、見附市議会議員政治倫理条例第４条第１号及び第
７号に規定する倫理基準に抵触する疑いの審査請求について、見附市議会議員倫理審査会
の審査報告書のとおり、対象議員に議員倫理基準に違反があることと決定し、必要な措置とし
て議員辞職を求める勧告を行いました。
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一　般　質　問（ 1 3人） 【記事中にあるQRコードを読み込むと議員の
一般質問の動画をご覧になることができます。】

髙 橋 健 一
議　員

え
て
い
る
。
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
年
度

予
算
で
業
界
の
状
況
を
つ
か
み
活
性
化
支

援
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
不
況

感
は
あ
る
も
の
の
、
下
げ
止
ま
っ
て
い
る

状
況
と
判
断
し
て
い
る
。
一
方
で
感
染
拡

大
の
状
況
等
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
商
工
会
の
各
部
会
長
か
ら
状
況

を
伺
い
、
そ
の
後
も
事
業
者
等
に
聞
き
取

り
を
行
い
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

空
き
店
舗
活
用
事
業
者
数
は
、

ま
た
事
業
効
果
の
評
価
は
ど
う
か
。

答
弁　

新
規
出
店
者
は
22
店
舗
。
平
成

27
年
度
か
ら
出
店
者
も
増
え
、
定
着
率
も

高
く
な
り
、
賑
わ
い
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

質
問　
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
等
で
通
り

の
雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
。

答
弁　

出
店
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第

一
。
商
店
街
、
地
元
が
気
持
ち
を
一
つ
に

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
声
を
聞
き

な
が
ら
環
境
が
整
え
ば
進
め
た
い
。

◆
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
問　
市
長
選
挙
結
果
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
市
政
に
の

ぞ
ま
れ
る
決
意
を
伺
う
。

答
弁　

選
挙
結
果
は
、
私
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
に
対
す
る
評
価
や
期
待
の
表
れ
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
議
会
冒
頭
あ
い

さ
つ
で
述
べ
た
７
つ
の
考
え
方
で
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
事
業
が
市
の
負

担
に
見
合
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
し
て
い

る
か
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
真
に
必
要
な
も
の

か
検
証
し
、
市
民
の
声
を
聞
き
、
丁
寧
な

議
論
を
心
掛
け
全
力
で
市
政
の
歩
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答
弁　

月
一
回
の
開
催
を
目
安
に
世
代

別
、
ジ
ャ
ン
ル
別
、
課
題
ご
と
に
様
々
な

グ
ル
ー
プ
、
年
齢
層
の
方
々
の
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
ニ
ー
ズ
の
発
見
に
と
ど

ま
ら
ず
、
新
た
な
施
策
に
つ
な
が
る
場
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◆
中
小
商
工
業
者
活
性
化
支
援
に
つ
い
て

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
は
２
年
に
わ
た
り

暮
ら
し
・
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

◆
近
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問　
文
部
科
学
省
か
ら
の
令
和
５
年
度

以
降
へ
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

当
市
で
の
予
定
や
今
後
の
中
学
校
部
活
動

の
在
り
方
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
や
従
来
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
今

後
の
推
進
と
普
及
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
今
年
度
、国
や
県
の
方
針
を
受
け
、

県
内
の
モ
デ
ル
市
町
村
の
動
向
も
注
視
し
、

学
校
教
育
課
が
中
学
校
長
会
、
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
ま
ち
づ
く
り
課
等
と
協
議
を
重
ね
、

12
月
に
準
備
会
を
開
催
し
、
広
報
紙
を
作

成
し
て
１
月
に
配
布
。
令
和
４
年
度
は
部

活
動
の
外
部
顧
問
が
中
心
と
な
る
休
日
の

合
同
練
習
を
可
能
な
競
技
か
ら
実
施
予
定
。

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
運
動
部
の

み
で
な
く
、
文
化
部
も
含
め
検
討
し
、
子

ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
親
し
む

機
会
を
市
民
総
が
か
り
で
整
備
し
、
指
導

者
の
確
保
や
運
営
へ
の
支
援
等
が
極
め
て

重
要
と
受
け
止
め
て
い
る
。
生
徒
の
ニ
ー

ズ
、
や
り
た
い
事
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
な

拠
点
校
化
と
い
う
考
え
も
取
り
入
れ
な
が

ら
制
度
設
計
を
進
め
、
市
全
体
と
し
て
総

合
的
な
視
点
で
進
め
て
い
く
。

質
問　
当
市
の
数
多
く
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
へ
の
活
動
支
援
と
し
て
共
有
ス

ペ
ー
ス
利
用
や
空
き
店
舗
、
空
き
家
等
へ

の
利
活
用
と
活
動
展
開
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
多
く
の
団
体
は
現
状
の
場
所
で
十

分
だ
が
、
状
況
の
把
握
と
検
討
に
努
め
て

い
く
。
空
き
店
舗
等
の
活
用
に
は
、
把
握

し
て
い
る
団
体
等
は
な
い
が
、
関
係
課
と

連
携
し
、
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
考
え
て
い

き
た
い
。

質
問　
今
年
度
か
ら
の
新
事
業
で
あ
っ
た

道
路
施
設
、
下
水
道
施
設
の
包
括
的
維
持

管
理
業
務
委
託
が
開
始
し
９
ヶ
月
が
経
過
、

現
在
ま
で
の
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

令
和
３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

２
３
３
件
実
施
、
道
路
関
係
１
６
4
件
、

下
水
道
関
係
69
件
。
前
年
度
同
期
間
と
の

比
較
で
、
１
０
4
件
の
増
と
な
り
、
道
路

関
係
84
件
、
下
水
道
関
係
20
件
の
増
。
修

繕
完
了
期
間
は
確
実
に
短
縮
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
の
鉄
蓋
関
連
は
除

雪
作
業
に
関
わ
ら
ず
、
下
水
道
施
設
の
予

算
の
中
で
修
繕
。
除
雪
の
破
損
で
因
果
関

係
の
分
か
ら
な
い
場
合
、
原
因
確
認
し
市

負
担
を
考
え
て
い
き
た
い
。

樺 澤 直 純
議　員
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質
問　

特
に
郊
外
の
高
齢
者
は
交
通
・

買
物
難
民
に
な
り
易
い
。
将
来
は
限
界
集

落
の
発
生
も
考
え
ら
れ
、
市
内
中
心
部
の

空
き
地
利
用
や
高
齢
者
集
合
住
宅
（
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
）
も
含
め
、
市
で
は
立
地
適
正

化
計
画
を
ど
う
具
体
的
に
進
め
る
の
か
伺

う
。

答
弁　

中
古
住
宅
取
得
補
助
制
度
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
へ
の
誘
導
、
都

市
、
市
街
地
へ
の
住
替
え
施
策
を
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

質
問　
話
し
か
け
る
だ
け
で
離
れ
た
家

族
と
映
像
と
音
声
で
繋
が
る
Ｔ
Ｖ
電
話
も

使
わ
れ
始
め
て
い
る
が
も
っ
と
広
め
て

は
？

答
弁　

操
作
方
法
の
相
談
窓
口
設
置
等

の
環
境
整
備
と
併
せ
て
、
便
利
で
有
効
な

I
C
T
の
活
用
や
導
入
を
検
討
し
た
い
。

質
問　
市
長
も
地
域
医
療
に
力
を
注
ぐ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
不
足
を
補
う
手

段
と
し
て
高
度
医
療
病
院
等
と
連
携
し
て

遠
隔
操
作
医
療
で
の
診
療
に
つ
い
て
の
研

究
、
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
？

答
弁　

コ
ロ
ナ
感
染
の
予
防
に
も
つ
な

が
る
有
効
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
今
後
状

況
等
確
認
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
２
０
２
５
年
問
題
と
人
生
１
０
０
年
時

代
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

３
年
後
、
他
世
代
よ
り
３
割
人

口
が
多
い
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
医
療
、
介
護
、
年
金
等
に
影
響
を
与

え
る
。
更
に
少
子
化
、
高
齢
化
の
中
、
そ

の
対
策
や
市
民
同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組

に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
対
処
す
る
の
か
伺

い
た
い
。

答
弁　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
人
口
減
に
対
応
し
、
子

育
て
環
境
、
高
齢
者
福
祉
、
地
域
医
療
、

産
業
の
活
性
化
等
、
多
岐
に
及
ぶ
と
考
え

る
。
市
民
の
声
も
丁
寧
に
聴
き
な
が
ら
人

口
減
に
備
え
た
い
。

質
問　
独
居
老
人
世
帯
や
高
齢
者
世
帯

等
で
は
特
に
除
雪
、
側
溝
の
泥
上
げ
が
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
協
力

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
如

何
？

答
弁　

人
口
減
に
よ
る
、
介
護
の
担
い

手
不
足
、
地
域
住
民
の
繋
が
り
の
希
薄
さ

の
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
包
括
ケ
ア
、
民

生
委
員
、社
会
福
祉
協
議
会
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
N
P
O
等
、
多
く
の
団
体
の

連
携
で
地
域
で
の
共
生
社
会
の
構
築
を
進

め
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

◆
０
歳
か
ら
２
歳
の
幼
児
教
育
・
保
育
料

に
つ
い
て

質
問		

見
附
市
の
今
後
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
。

答
弁  

特
に
重
視
し
て
取
り
組
み
た
い

分
野
の
一
つ
が
子
育
て
支
援
で
あ
る
。
子

育
て
す
る
な
ら
見
附
を
よ
り
推
進
す
る
に

は
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
例
え
ば
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
子
ど
も
の
居

場
所
、
小
児
医
療
の
充
実
な
ど
。
具
体
的

な
子
育
て
施
策
の
立
案
の
際
に
は
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
た
い
。

質
問		

見
附
市
の
今
後
の
子
ど
も
の
教
育

に
つ
い
て
。

答
弁  

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
こ
の
考
え

方
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
く
。
一
方
、

こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
時

代
を
捉
え
た
教
育
が
大
切
に
な
る
。
ま
た

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
選
択
肢
を
多
く
確

保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問		

見
附
市
で
は
０
歳
か
ら
２
歳
の
幼

児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
弁  

全
国
的
に
は
未
満
児
の
保
育
料

の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
県
内
で
は
新
発
田

市
が
令
和
４
年
度
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料

の
無
償
化
を
実
施
す
る
方
向
で
あ
る
。
保

育
園
等
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
保
護
者

か
ら
の
保
育
料
と
国
、
県
、
市
か
ら
の
公

費
で
負
担
し
て
い
る
。
０
歳
か
ら
２
歳
は

国
、
県
か
ら
の
補
助
は
出
て
い
な
い
の
で

市
だ
け
の
負
担
と
な
る
。
ま
た
保
育
士
人

材
の
不
足
、
施
設
整
備
も
必
要
と
な
る
た

め
、
無
償
化
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

質
問		

令
和
４
年
度
に
新
設
の
保
育
園
に

病
児
保
育
が
開
設
さ
れ
る
が
利
用
の
際
に

市
の
補
助
は
で
き
そ
う
か
。

答
弁  

見
附
市
の
病
後
児
保
育
室
に
じ

を
利
用
さ
れ
る
際
に
、
子
育
て
応
援
カ
ー

ド
で
利
用
料
を
半
額
補
助
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
補
助
の
拡
大
が
で
き
る
か
ど
う

か
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

浅 野 千 紘
議　員
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等
、
警
察
と
の
話
し
合
い
は
継
続
し
て
い

る
。
今
後
は
関
係
機
関
と
具
体
的
な
協
議

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

◆
子
ど
も
の
居
場
所
（
旧
ツ
タ
ヤ
建
物
）

整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問　
総
事
業
費
の
概
算
と
内
訳
及
び
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
弁　

工
事
費
概
算
は
約
２
億
円
、
設

計
業
務
委
託
料
４
８
1
万
円
、
管
理
委

託
料
等
約
３
5
０
万
円
、
備
品
購
入
費

等
約
８
5
０
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、

年
間
の
運
営
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
約

１
２
０
０
万
円
を
想
定
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
令
和
４
年
度
工
事
開
始
、
令
和
５
年
度

以
降
オ
ー
プ
ン
予
定
。

質
問　
施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
に
な
る
か
。

答
弁　
対
象
児
童
は
主
に
小
学
校
高
学
年

を
想
定
し
、
運
動
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

中
心
に
、
も
の
づ
く
り
や
学
習
、
休
憩
等

の
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
予
定
。

質
問　
屋
外
の
市
職
員
専
用
駐
車
場
を
、

春
夏
の
土
日
だ
け
で
も
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
開
放
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答
弁　
外
の
遊
び
場
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

は
聞
い
て
い
る
。
検
討
し
て
い
く
。

◆
市
道
今
町
田
井
線
（
上
新
田
一
区
道
路

拡
幅
）
整
備
事
業
と
関
連
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て

質
問　
総
事
業
費
の
概
算
と
内
訳
を
伺

う
。

答
弁　

総
事
業
費
の
概
算
は
約

４
億
４
０
０
０
万
円
。
内
訳
は
用
地
買

収
費
約
７
０
０
０
万
円
、
物
件
補
償
費

約
１
億
９
０
０
０
万
円
、
工
事
費
等
約

1
億
８
０
０
０
万
円
。

質
問　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
た
理

由
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
事
業
進
捗
は
４
年
遅
れ
た
が
、
主

な
理
由
は
、
現
市
道
敷
地
内
の
土
地
の
未

登
記
処
理
に
時
間
を
要
し
た
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
工
事

開
始
に
着
手
し
、
令
和
６
年
度
完
成
予
定
。

工
事
開
始
前
に
説
明
会
を
予
定
し
、
文
書

等
で
も
地
元
住
民
へ
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
。
先
線
に
つ
い
て
は
、
今
後
地
元

の
意
向
を
確
認
の
う
え
、
継
続
し
て
整
備

す
べ
き
か
検
討
す
る
。

質
問　
上
新
田
第
四
北
越
銀
行
交
差
点
の

信
号
機
設
置
要
望
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答
弁　
今
回
は
設
置
不
可
と
の
回
答
で
は

あ
っ
た
が
、
信
号
機
の
設
置
場
所
や
方
法

佐 野 統 康
議　員

設
も
回
復
基
調
と
な
り
黒
字
化
を
目
指
し

て
運
営
努
力
中
。
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
で
あ

る
こ
と
や
今
後
の
感
染
状
況
を
注
視
し
て

対
応
を
検
討
す
る
。

◆
見
附
市
の
地
域
医
療
の
維
持
と
充
実
に

つ
い
て

質
問　
市
立
病
院
は
経
営
改
善
、
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
充
実
の
為
に
昨
年
新
病
棟
を

建
設
。
市
内
開
業
医
数
も
減
り
、
医
師
の

高
齢
化
も
進
行
し
て
お
り
、
市
内
医
療
関

連
の
人
材
確
保
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　
地
域
医
療
の
充
実
は
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の
上
で
最
も
重
要

な
要
素
の
一
つ
と
考
え
る
。
開
業
医
の
誘

致
は
市
長
自
ら
率
先
し
て
取
り
組
み
、
い

か
に
し
て
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。
市

立
病
院
の
医
師
確
保
は
、
大
学
の
繋
が
り

を
継
続
す
る
と
と
も
に
市
長
自
ら
動
く
こ

と
も
含
め
、
医
師
確
保
に
努
め
て
い
く
。

子
育
て
す
る
な
ら
見
附
の
実
現
を
目
指
し
、

子
育
て
世
代
が
望
む
小
児
医
療
体
制
の
整

備
に
向
け
て
市
内
の
医
師
確
保
や
開
業
医

の
誘
致
な
ど
、
市
長
自
ら
が
先
頭
に
立
ち

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
見
附
市
の
産
業
政
策
に
つ
い
て

質
問　
コ
ロ
ナ
事
業
者
支
援
を
伺
う
。

答
弁　
11
月
か
ら
忘
新
年
会
開
催
費
補
助

を
実
施
し
、
消
費
喚
起
を
行
う
も
再
度
環

境
が
悪
化
し
て
き
て
い
る
た
め
、
状
況
に

応
じ
て
新
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
商
店
街
や
地
場
産
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
見
附
ニ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
上

げ
、
販
路
拡
大
の
検
討
と
と
も
に
、
他
事

業
者
と
も
連
携
し
て
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。
商
店
街
は
空
き
店
舗

の
活
用
や
誘
致
、
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
通
じ

て
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　
市
の
観
光
事
業
を
伺
う
。

答
弁　
み
つ
け
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
や
パ
テ
ィ
オ
に
い
が
た
が
、
観
光
素
材

と
し
て
育
ち
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
見
附
市

観
光
物
産
協
会
を
軸
に
、
農
商
工
産
業
界

に
市
民
も
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
ル
見
附
で
観

光
振
興
を
考
え
て
行
き
た
い
。

質
問　
指
定
管
理
者
施
設
に
対
す
る
損
失

補
填
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
今
年
度
の
状
況
は
、
い
ず
れ
の
施
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検
査
体
制
の
早
期
整
備
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
あ
た
り
多
く
の
接
種
数
の
確
保
な
ど
、

市
立
病
院
の
存
在
が
市
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

◆
見
附
駅
周
辺
整
備
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て

質
問		

ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
考
え
ま
す

か
。

答
弁  

10
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
の
計
画

で
あ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
の
調
整
や
市
の
財

政
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
証
を

行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
計
画
の
見
直
し
を

考
え
て
い
き
た
い
。

質
問		

有
利
な
補
助
が
あ
る
一
方
市
の
持

ち
出
し
も
大
き
く
、
市
の
財
政
悪
化
も
懸

念
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
に
関
わ
る
工
事
は
見
附

市
の
業
者
で
は
入
札
は
難
し
く
、
見
附
市

の
経
済
効
果
は
見
込
め
な
い
の
で
な
い
か
。

答
弁  

Ｊ
Ｒ
に
関
わ
る
工
事
は
Ｊ
Ｒ
に
委

託
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
存
在
す
る
。

一
方
で
、
公
共
工
事
を
市
内
業
者
へ
発
注

で
き
る
か
否
か
は
重
要
な
観
点
と
認
識
し

て
お
り
、
指
摘
の
点
も
念
頭
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

◆
見
附
市
立
病
院
を
核
と
す
る
地
域
医
療

の
将
来
展
望
に
つ
い
て

質
問		

市
立
病
院
を
核
と
す
る
地
域
包
括

医
療
体
制
を
展
望
す
る
場
合
、
病
院
と
し

て
在
宅
訪
問
診
療
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁  

外
来
診
療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

が
最
優
先
。
体
制
等
が
整
え
ば
、
市
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て
、

訪
問
診
療
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

質
問		

市
立
病
院
・
開
業
医
の
医
師
の

年
齢
が
高
く
な
り
、
市
民
の
命
を
守
る
砦

市
立
病
院
の
医
師
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
認
識
は
？

答
弁  

医
師
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

地
域
医
療
体
制
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
開
業
医
の
誘
致

や
市
立
病
院
の
医
師
確
保
に
、
私
自
ら
が

率
先
し
て
取
り
組
み
、
必
要
な
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問		

市
立
病
院
は
コ
ロ
ナ
対
応
で
発
熱

外
来
の
設
置
、
P
C
R
検
査
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
、
市
の
行
政
と
一
体
で
対
応
。

市
立
病
院
だ
か
ら
出
来
た
強
み
と
考
え
る

が
認
識
は
？

答
弁  

発
熱
外
来
は
９
０
０
人
を
超
え
、

な
お
、
改
修
予
定
は
、
財
政
状
況
や
緊
急

度
、
優
先
度
を
考
慮
し
、
設
置
の
可
否
に

つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。

◆
首
長
の
多
選
の
弊
害
（
予
算
編
成
の
硬

直
化
と
事
業
の
見
直
し
等
）
に
つ
い
て

質
問　
過
去
に
国
会
で
多
選
制
限
の
法

案
が
何
度
か
提
出
さ
れ
た
。
知
事
は
３
選

禁
止
法
案
等
が
、
政
令
市
長
の
４
選
禁
止

改
正
法
案
が
提
出
（
全
否
決
）
さ
れ
て
い

る
が
、
新
市
長
の
考
え
る
首
長
の
多
選
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁　

選
挙
の
結
果
が
市
民
の
評
価
で

あ
り
、
そ
れ
が
全
て
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
任
期
ご
と
に
自
己
評
価
を
行
い
、
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

前
市
長
が
実
施
し
た
、
健
幸
の

湯
ほ
っ
と
ぴ
あ
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
、

駅
前
開
発
事
業
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

事
業
の
細
か
い
部
分
は
今
後
検

証
作
業
等
を
行
い
、
よ
り
効
果
的
な
事
業

と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

◆
見
附
市
の
独
自
教
育
等
に
つ
い
て

質
問　
見
附
市
独
自
の
社
会
保
障
制
度

を
学
習
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
教
育

（
教
材
作
成
等
）
を
問
う
。

答
弁　

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い

な
い
見
附
市
独
自
の
教
科
書
、
資
料
集
等

を
作
成
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
考
え
て
い

な
い
。

質
問　

保
育
所
、
小
中
学
校
及
び
指
定

避
難
所
で
あ
る
公
民
館
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
並
び
に
自
動
照
明
、
自
動
水
洗
の

割
合
、
そ
の
改
修
予
定
を
問
う
。

答
弁　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
割
合
は
、

公
立
保
育
園
全
体
で
61
％
、
小
中
特
別
支

援
学
校
全
体
で
54
％
、
指
定
避
難
所
の
公

民
館
等
で
71
・
4
％
。
ト
イ
レ
の
自
動
照

明
の
割
合
は
、
公
立
保
育
園
は
設
置
が
な

い
。
小
中
特
別
支
援
学
校
全
体
で
20
％
、

指
定
避
難
所
の
公
民
館
等
で
28
・
8
％
。

　

自
動
水
洗
の
割
合
は
、
公
立
保
育
園
全

体
で
30
・
6
％
、
小
中
特
別
支
援
学
校
全

体
で
30
・
9
％
、
公
民
館
等
で
46
・
2
％
。
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み
ら
い
市
場
で
販
売
さ
れ
て
お
り
市
の
管

理
下
に
あ
る
た
め
、
感
染
予
防
の
注
意
喚

起
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

答
弁  

粒
子
捕
集
効
率
が
J
I
S
の
基

準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

た
。
児
童
生
徒
の
熱
中
症
リ
ス
ク
の
低
減

と
感
染
予
防
の
両
立
を
重
視
し
選
択
し
た

が
通
知
の
遅
れ
は
市
に
非
が
あ
っ
た
。
一

般
販
売
で
は
様
々
な
マ
ス
ク
が
あ
り
「
み

つ
け
マ
ス
ク
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
性
能
に
つ

い
て
注
意
喚
起
を
す
る
必
要
性
は
低
い
。

◆
分
譲
が
低
迷
す
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン

の
打
開
策
に
つ
い
て

質
問		

久
住
前
市
長
の
強
い
思
い
で
開

発
・
分
譲
が
行
わ
れ
た
優
良
宅
地
の
販
売

低
迷
は
市
の
大
き
な
課
題
だ
。
東
京
に
自

宅
が
あ
る
市
長
か
ら
見
た
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ

ウ
ン
の
魅
力
と
販
売
低
迷
の
理
由
、
販
売

促
進
の
具
体
的
な
手
段
、
販
売
戦
略
の
見

直
し
と
今
後
の
具
体
的
な
計
画
は
？

答
弁  

緑
豊
か
な
景
観
、
開
放
的
な
街
並

み
、
区
画
が
広
く
公
園
、
照
明
等
が
整
備

さ
れ
無
電
柱
化
で
災
害
に
強
い
が
、
分
譲

価
格
が
高
く
価
格
的
負
担
が
大
き
い
た
め
。

不
動
産
協
会
、
専
門
家
等
と
販
売
促
進
を

検
討
し
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
。

◆
み
つ
け
マ
ス
ク
無
償
配
布
の
問
題
点
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

質
問		

昨
年
７
月
、
熱
中
症
予
防
の
た

め
小
中
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に

６
９
３
万
円
の
予
算
で
「
み
つ
け
マ
ス
ク
」

定
価
３
３
０
０
円
を
市
内
学
校
用
価
格

２
３
１
０
円
で
３
千
枚
無
償
配
布
し
た
経

緯
は
？

答
弁  

昨
年
６
月
下
旬
、
長
岡
市
の
広
井

工
機
と
市
内
二
社
が
新
製
品
開
発
の
報
告

で
市
役
所
を
訪
れ
た
。
呼
吸
が
楽
で
有
名

歌
手
が
採
用
し
て
い
る
こ
と
等
で
、
歌
手

の
サ
イ
ト
で
販
売
さ
れ
る
価
格
の
割
引
価

格
で
の
購
入
と
無
償
配
布
を
決
め
た
。

質
問		

昨
年
12
月
1
日
、
市
民
か
ら
「
み

つ
け
マ
ス
ク
」
は
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
飛

沫
感
染
の
予
防
機
能
が
大
き
く
劣
っ
て
お

り
J
I
S
の
４
つ
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
児
童
生
徒
の
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
見

附
市
に
対
し
て
再
三
対
応
を
求
め
た
結
果
、

12
月
22
日
、
企
画
調
整
課
長
名
で
小
中
特

別
支
援
学
校
、
保
護
者
宛
に
使
用
上
の
注

意
が
書
か
れ
た
文
書
が
配
布
さ
れ
た
。
市

か
ら
の
通
知
が
遅
く
感
染
リ
ス
ク
が
あ
っ

た
こ
と
に
お
怒
り
の
保
護
者
、
市
民
も
い

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
、
ど
ま
い
ち
、

◆
瑞
祥
橋
の
架
け
替
え
工
事
に
伴
う
整
備

に
つ
い
て

質
問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
緑

地
帯
面
積
と
利
用
計
画
に
つ
い
て

答
弁　

令
和
３
年
12
月
20
日
に
暫
定
的

に
供
用
開
始
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

引
き
続
き
南
本
町
側
交
差
点
及
び
熱
田
町

側
の
市
道
接
続
部
等
の
残
工
事
が
残
っ
て

お
り
、
旧
橋
の
撤
去
も
含
め
、
全
体
の
工

事
の
完
了
は
令
和
５
年
度
を
予
定
し
て
い

る
。
令
和
４
年
３
月
に
は
旧
県
道
を
市
道

と
し
て
認
定
し
、
市
が
管
理
し
て
い
く
。

瑞
祥
橋
南
側
の
新
県
道
と
旧
県
道
に
挟
ま

れ
た
残
地
に
つ
い
て
は
、
緑
地
整
備
等
を

目
的
と
し
て
市
が
所
得
し
て
い
る
。
緑
地

面
積
は
県
所
有
が
４
４
０
㎡
、
市
所
有
が

１
５
６
０
㎡
、
合
わ
せ
て
２
０
０
０
㎡
と

な
る
。

質
問　
緑
地
帯
に
あ
ず
ま
屋
等
を
設
置

し
、
防
災
公
園
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答
弁　

あ
ず
ま
屋
の
設
置
等
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
思

う
が
、
地
元
の
意
見
や
市
の
財
政
状
況
な

ど
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
文
化
財
の
保
存
と
継
承
に
つ
い
て

質
問　
見
附
市
の
未
指
定
文
化
財
に
つ

い
て
、
今
後
の
指
定
や
調
査
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
や
市
民
の
皆
様
な

ど
か
ら
市
内
に
存
在
す
る
文
化
財
の
情
報

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
芸
員
で
あ

る
担
当
職
員
に
よ
る
石
仏
や
神
社
仏
閣
の

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
現
在
把
握

し
て
い
る
未
指
定
文
化
財
の
現
状
把
握
に

努
め
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
、
審
査
並
び

指
定
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
子
ど
も
た
ち
へ
文
化
財
に
つ
い

て
の
学
習
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

小
学
校
３
年
生
の
社
会
科
で
昔

の
生
活
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
各
学
校

で
は
、
み
つ
け
伝
承
館
で
見
附
の
昔
の
生

活
道
具
を
見
学
し
た
り
、
地
域
の
方
か

ら
話
を
聞
い
た
り
し
て
学
習
を
深
め
て
い

る
。
５
・
６
年
生
は
社
会
科
あ
る
い
は
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
耳
取
遺
跡
の
現
地

見
学
と
、
み
つ
け
伝
承
館
で
展
示
し
て
い

る
出
土
品
を
見
学
し
て
い
る
。

佐 野 　 勇
議　員
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徳 永 英 明
議　員

メ
ー
ト
ル
以
下
で
人
家
が
連
担
す
る
等
の

事
由
に
よ
り
、
堆
雪
場
所
ま
た
は
押
し
出

し
場
所
の
確
保
が
困
難
な
区
間
な
ど
に
限

定
し
て
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
盤
沈
下
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
市
で
は
冬
期
間
の
道
路
確
保
に
は

機
械
除
雪
を
原
則
と
し
て
対
応
し
て
い

る
。
ア
ク
セ
ス
道
路
は
機
械
除
雪
で
対
応

で
き
る
こ
と
か
ら
、
消
雪
パ
イ
プ
の
整
備

は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
健
診
受
診
率
向
上

に
つ
い
て

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
検
診
受
診

率
の
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

集
団
検
診
の
実
施
時
期
を
令
和

元
年
度
と
同
じ
く
、
春
、
秋
の
実
施
に
戻

す
と
と
も
に
、
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
で
受

診
で
き
る
こ
と
か
ら
、
人
気
の
高
い
半
日

ミ
ニ
ド
ッ
ク
の
実
施
日
を
６
日
か
ら
８
日

に
増
や
す
な
ど
、
受
診
し
や
す
い
環
境
整

備
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
今
後
も
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
、
安
心
し
て
受
診
で

き
る
環
境
を
整
え
、
受
診
率
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

◆
豪
雪
時
に
お
け
る
道
路
除
雪
の
連
携
に

つ
い
て

質
問		

豪
雪
時
に
お
け
る
県
と
の
道
路
除

雪
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

県
が
保
有
し
、
貸
与
し
て
い
る
機

械
は
、委
託
契
約
上
の
取
り
決
め
に
よ
り
、

現
在
県
道
以
外
の
場
所
の
除
雪
は
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。除
雪
期
間
中
は
、

除
雪
業
者
が
保
有
し
、
県
が
委
託
し
て
い

る
機
械
が
県
道
以
外
の
場
所
の
除
雪
を
行

う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
路
線
や
費
用
等
に

つ
い
て
取
り
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
現
在
長
岡
地

域
整
備
部
管
内
で
は
県
道
以
外
の
除
雪
を

実
施
し
て
い
る
箇
所
は
な
い
。
ほ
か
に
も

問
題
点
が
あ
り
、
今
後
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
課
題
の
整
理
を
行
い
、
除
雪
業
者
の

実
態
を
聞
き
な
が
ら
、
県
と
連
携
が
取
れ

る
部
分
は
県
と
協
議
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問		
市
道
ア
ク
セ
ス
道
路
の
消
雪
パ
イ

プ
計
画
に
つ
い
て
伺
う

答
弁  

消
雪
パ
イ
プ
は
見
附
市
消
雪
施

設
整
備
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
除
雪
機
械

が
入
れ
な
い
狭
い
道
路
や
車
道
幅
員
が
７

◆
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
に
つ
い
て

質
問　
見
附
市
が
行
っ
て
い
る
若
者
に
向

け
た
政
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た

意
見
を
基
に
進
め
て
い
る
の
か
。
若
年
層

の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み
の
有
無
と

そ
の
仕
組
み
で
期
待
さ
れ
る
効
果
を
伺
う
。

答
弁　

若
者
が
意
見
を
出
せ
る
場
と
し

て
、
見
附
駅
周
辺
ミ
ラ
イ
実
験
み
つ
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
市
内
企
業
で
働
く
若
者

を
対
象
と
し
た
異
業
種
交
流
会
等
を
行
っ

て
い
る
。
出
生
数
に
影
響
の
多
い
若
い
世

代
の
移
住
、
定
住
を
促
進
す
る
上
で
も
、

若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
総
合
計
画
か
ら
見
て
も
「
若
者
」

と
い
う
存
在
に
対
し
て
は
定
住
促
進
を

狙
っ
た
産
業
的
な
施
策
や
子
育
て
支
援
に

は
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
若
者
を
ま
ち
づ

く
り
の
人
材
と
し
て
捉
え
て
、
中
心
に
据

え
た
取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
総
合
計
画
に
お
い
て

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
は
な
さ
れ
な
い
の
か
。

答
弁　
確
か
に
若
者
に
対
す
る
事
業
の
数

は
少
な
い
が
、
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
で
ま
ち

づ
く
り
も
含
め
て
若
い
世
代
の
声
を
吸
い

上
げ
、
今
後
の
事
業
検
討
等
を
し
て
い
く
。

質
問　
見
附
市
に
限
ら
ず
、
若
者
を
置
い

て
き
ぼ
り
に
し
た
政
策
を
し
て
い
る
自
治

体
は
長
期
的
な
視
点
で
考
え
た
場
合
、
将

来
的
に
は
ど
う
な
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
あ
る
程
度
の
生
活
レ
ベ
ル
は
担
保

で
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
、
安
心
で

暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

質
問　
若
者
に
魅
力
の
あ
る
ま
ち
、
定
住

す
る
ま
ち
を
本
当
の
意
味
で
つ
く
り
上
げ

る
に
は
、「
若
者
」
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
今
後
ま
さ
に
若
者
の
声
も
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
政

策
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
政
策
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

「
若
者
課
」
の
設
置
に
向
け
た
検
討
や
研
究

を
行
う
余
地
は
あ
る
か
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
現
段
階
で
は
若
者
を
所
掌
す
る
組

織
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
一
つ
の

意
見
と
し
て
受
け
止
め
る
。
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
は
若
者
の
声
を
聞
き
、
若
者
が

活
躍
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
っ
た
考

え
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

星 野 雄 哉
議　員
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◆
提
訴
さ
れ
た
入
札
制
度
は
刷
新
す
べ
き

で
は
な
い
か

質
問　
市
が
不
当
な
入
札
と
認
め
た
訴

訟
に
関
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
主
原

因
は
前
市
長
の
「
多
選
の
弊
害
で
市
政
に

緩
み
が
出
た
と
み
る
市
民
も
少
な
く
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
改
革
も
含
め
て
市
長

の
見
解
を
問
う
。

答
弁　
多
選
と
は
関
係
な
い
と
考
え
て
い

る
。
仕
様
書
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
入
札
手
続
き
に
関
す

る
留
意
点
等
も
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。

現
段
階
で
は
入
札
制
度
改
革
委
員
会
の
よ

う
な
も
の
は
考
え
て
い
な
い
が
、
入
札
制

度
全
般
を
検
証
し
、
公
正
な
入
札
対
応
の

徹
底
を
図
り
た
い
。

◆
新
市
長
就
任
の
決
意
等
を
問
う

質
問　
市
長
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
長
選
の
経
緯
を
見
る
と
、
市
長
は

前
久
住
市
長
、
Ｋ
県
議
、
Ｋ
革
新
系
国
会

議
員
の
支
援
を
得
て
、
一
言
で
言
う
と
革

新
系
が
母
体
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
た
後
援

会
の
全
面
支
援
を
受
け
て
の
当
選
と
マ
ス

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈

で
よ
ろ
し
い
か
。

答
弁　
市
長
選
で
は
市
民
党
と
し
て
、
保

守
か
ら
革
新
ま
で
あ
ら
ゆ
る
考
え
の
方
の

支
援
を
求
め
、
様
々
な
方
か
ら
支
援
を
い

た
だ
い
て
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
理

解
し
て
い
る
。

質
問　
市
政
運
営
の
安
定
化
の
基
本
は

「
財
政
健
全
化
」
と
「
雇
用
創
出
」
が
挙
げ

ら
れ
、
施
策
と
し
て
は
見
附
市
の
立
地
等

を
考
慮
す
る
と
、
先
ず
企
業
誘
致
（
産
業

団
地
造
成
）
が
考
え
ら
れ
る
。
当
該
年
度

は
「
線
引
き
見
直
し
」
で
あ
り
、
市
と
し

て
は
候
補
地
を
絞
り
込
ん
で
お
ら
れ
る
の

か
伺
う
。
ま
た
、
企
業
誘
致
は
民
間
事
業

者
と
の
協
働
部
分
も
多
い
。
現
在
事
業
者

が
市
内
で
令
和
５
年
度
開
業
に
向
け
た
医

療
３
機
関
（
内
科
、
心
療
内
科
、
小
児
科
）

の
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
昨
今
の
自
治

体
の
財
政
事
情
も
あ
り
「
産
業
団
地
造
成
」

は
民
間
主
導
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
と
考

え
て
よ
ろ
し
い
か
。

答
弁　
「
見
附
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
あ
る
新
た
な
市
街
地
を
拡
大
す

る
候
補
地
の
４
ケ
所
が
候
補
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、「
産
業
団
地
造
成
」
は
民

間
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

関 　 三 郎
議　員
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議　　案　　名 議　案　内　容 本会議
採決結果

議第５２号 専決処分について（令和３年度見附市一般
会計補正予算（第６号））

歳入歳出それぞれ1,000 万円を追加し、歳入歳出それ
ぞれ177 億 5,900 万円とするもの（忘新年会開催費） ◎承認

議第５３号 専決処分について（令和３年度見附市一般
会計補正予算（第７号））

歳入歳出それぞれ 4,300 万円を追加し、歳入歳出それ
ぞれ178 億 200 万円とするもの（特別職退職手当、市
長市議会議員選挙費）

◎承認

議第５４号
見附市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

12 月の期末手当の支給率を「100 分の 160」、次年度
以降を「100 分 162.5」に改める ◎

議第５５号
見附市特別職の職員の給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につい
て

12 月の期末手当の支給率を「100 分の 160」、次年度
以降を「100 分 162.5」に改める ◎

議第５６号 見附市一般職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

12 月の期末手当の支給率を「100 分の 117.5」、再任用
職員は「100 分の 65」、次年度以降を「100 分 122.5」
再任用職員は「100 分の 67.5」に改める

◎

議第５７号 見附市国民健康保険条例の一部を改正
する条例の制定について

出産育児一時金の支給額を 40 万 8 千円、加算金
を 1 万 2 千円に改め、支給総額を従前どおり維持
するもの

◎

議第５８号 人権擁護委員候補者の推薦について 池田　敏郎　氏（葛巻１丁目） ◎適任

議第５９号 人権擁護委員候補者の推薦について 長谷川　綾子　氏（緑町） ◎適任

審議結果一覧 採決結果　　（◎：全会一致で可決されたもの　　○：賛成多数で可決されたもの　　×：否決されたもの）

11月臨時会の報告
令和３年第４回臨時会は、11月29日の会期１日で開催し、市長提出議案８件を慎重審議の結果、全て原案のと

おり可決・承認しました。

◇新議員を紹介します◇
令和 3 年 12 月12 日に市議会議員補欠選挙が執行され、2 名の方が当選されました。
なお、任期は令和 3 年 12 月12 日から令和 4 年 11 月 9 日までとなります。

星
ほし

野
の

雄
ゆう

哉
や

（総務文教委員会）

木
き

原
はら

大
だい

輔
すけ

（産業厚生委員会）

議会を見よう !
～次の定例会は３月です～

本会議でどんなことがどのように話し合われているのか、様々な手段で知ること
ができます。皆さんの暮らしに直結していることばかりです。ぜひご覧ください。

❶議場で傍聴～ライブで！
　当日、直接市役所5階の議場へおいでください。
❷インターネットで生中継
　本会議の様子を生中継でご覧になれます。臨場感があります。
❸インターネットで録画中継
開催日の2日後（土曜日・日曜日・祝日を除く）から、インターネットで録画
中継を見ることができます。

❹会議録で読む
議会終了後2か月程度で会議録が出来あがります。見附市ホームページから見
ることができます。
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＝11月＝
  16日 議員倫理審査会
  19日 議員協議会
  29日 議会運営委員会
   臨時会

＝12月＝
  14日 会派代表者会議
  16日 議会運営委員会

＝１月＝
  6日 議員協議会
  7日 議会運営委員会
  11日 議会運営委員会
  14日 議会運営委員会
   市議会定例会（議案上程）
   議会だより編集委員会
  18日 市議会定例会（一般質問）
  19日 市議会定例会（一般質問）
   議員協議会
  20日 総務文教委員会
  21日 産業厚生委員会
  25日 議会運営委員会
   市議会定例会（最終日）
   議会活性化検討委員会
  26日 議会運営委員会
  27日 議員協議会

「新市長に期待と議会の劣化を憂慮」
「事業に関し見直すべきは見直し、ボトム

アップで行政を進めたい」と新市長の発言。
加えて、新人議員の一般質問は新しい市政へ
期待できる前半の内容でした。

しかし、最終日に行われた石田議員に対す
る議員辞職勧告の討論等には失望しました。
石田議員は全く言い訳せず、真摯に謝罪をし
ました。その後、辞職賛成の全議員から、「反
省は心からではなく何回謝罪しようが、信じ
ることはできない」との発言に耳を疑いまし
た。これは学校等にある、何も言えない人、
無抵抗な人に対する集団の「イジメ」です。
この賛成議員等の態度は議会の劣化を招き、
負託した市民の品格、民度も問われることに、
深く憂慮します。議会は市の発展、市民のた
め議論を尽くす場所です。建設的な意見を述
べ、健全な、良識ある見附市議会となるよう
切に要望します。

今町 　高井　守

議会日誌
◆３月市議会定例会　会期予定◆

議会を傍聴しませんか

月日 曜日 開議時刻 会　　議

3 . 　3 木
午前 10 時 本会議（議案上程等）

本会議終了後 予算特別委員会

3 . 　4 金 午前 10 時 本会議（議案上程等）

3 . 　8 火 午前 10 時 本会議（一般質問）

3 . 　9 水 午前 10 時 本会議（一般質問）

3 . 10 木 午前 10 時 総務文教委員会

3 . 11 金 午前 10 時 産業厚生委員会

3 . 14 月 午前 10 時 予算特別委員会

3 . 15 火 午前 10 時 予算特別委員会

3 . 16 水 午前 10 時 予算特別委員会

3 . 18 金 午前 10 時 本会議（採決）

※定例会は、すべて傍聴できます。
①傍聴の定員は本会議 32 名、委員会は５名です。
②本会議及び委員会は、生中継と録画中継をインター
ネットで配信しています。見附市ホームページからアク
セスできますので、ぜひご覧ください。

《ホームページアドレス》
（https://www.city.mitsuke .niigata.jp/）

このコーナーは、
議会を傍聴した感想や市議会に
対するご意見を掲載しています。

《街かどで一言》

昨年 12 月の市長選と市議補選によって、3 年ぶり
に議員 17 名全員出席による 12 月市議会定例会が終了
した。1954 年に市制が始まって以来、市長選と市議
選は 4 年に 1 回の同日選挙が続いていたが、今後は 4
年に 2 回の異なる選挙日となる。財政難を心配する自
治体では、お金のかかる市長・市議選を同日にしよう
との動きも出ている中で見附市の選挙の歴史は大きく
変わる。変わるのは選挙だけではない。長引くコロナ
禍によって経済、社会、ライフスタイル、働き方、コ
ミュニケーション、健康などにも大きな変化がもたら
されている。コロナ対策助成については見附市独自の
対応策も講じており、巨額のコロナ関連費用が必要と
なる。まもなく新年度予算審議が始まる。各議員が本
当に市民のための事業予算になっているか！しっかり
見極め、チェックすることが求められています。

議会だより編集委員　　渋谷　芳則

【　　　　　　　　　　　】
委 員 長　　馬場　哲二　
副委員長　　渋谷　芳則
委　　員　　渡辺　美絵　 樺澤　直純　 徳永　英明

編 集 後 記

議 会 だ よ り 編 集 委 員




